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Ⅰ 基本方針 

１．事業に関する方針 

政府・行政（第一セクター）や企業（第二セクター）に比べて力量が乏しく分断されて

いたサードセクター組織が連携・協力し社会的存在感が小さかった日本のサードセク

ターの形成を目指します。ビジョンと活力あふれるサードセクターが加わることで、三つ

のセクターがそれぞれ適切な役割を果たす多元的な社会の実現することを目指しま

す。設立時の理念の確かさを自覚し、下記に焦点を当て、事業を展開していきます。 

・ 経営者の孤軍奮闘状況とセクター内部の縦割り構造の解消 

・ 個々の非営利組織に求められている、自律的で成果を追求した経営力の向上 

・ 公共サービス改革へのセクターとしての方針の表明と対応 

 

サードセクター組織経営者の能力開発事業 

（つなぐ事業） 

 地域や社会の課題を解決すべく、テーマ別や iSB公共未来塾の修了生が集まり、部

会活動として、経験を交流し、より社会のニーズに合ったサービス の提供ができるよう

に支援を行った。 

 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援事業 

（伸ばす事業） 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援において重要なことは人

材養成です。iSB公共未来塾を積極的に開催し、ツリー型ロジック・モデル・シートの作

成支援を行い、社会性重視の経営ができるような経営者の発掘、育成に努めました。

また、サードセクター組織の経営を理解した起業支援や経営支援が求められています。

サードセクター組織へのコンサルティングとサードセクター組織へのコンサルティング

ができる人材養成を行いました。特にツリー型ロジック・モデル・シートの作成支援がで

きる人材養成のために今期は、コンサルタント養成講座を 2 回開催しました。２０１６年

の熊本地震、2019年の佐賀集中豪雨の被災地において、被災者を支援するサードセ

クター組織への支援を行いました。熊本においては特定非営利活動法人くまもと未来

ネットと連携・協力し、継続して支援を行っています。 
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サードセクターの在り方に関する調査・研究と提言事業 

（提言する事業） 

サードセクターを構成する各種非営利法人や協同組合あるいは社会的企業等

の実像（実数、財政規模、従事者数 等）および経営者の実態を把握し、サード

セクター確立に向けた状況を把握していくために、独立行政法人経済産業研究

所「日本におけるサードセクターの全体像とその経営実態に関する調査研究」

研究会のプロジェクトリーダーを代表の後房雄が務め、６年間にわたる調査の

結果を集計、分析しました。 

また、主権者としての市民が地域や社会をよくする活動を実践するためには、

地域内分権の仕組みを確立させることが重要であると考え、全国の好事例を視

察調査いたしました。 

 

２．運営に関する方針 

法人２期から法人６期まで大きなプロジェクトとして、東北の復興起業家を

はじめ、サードセクター組織起業支援を行ってきました。法人 7 期、8期、９期、

10 期はそれらリーダーに継続的に寄り添い支援を行ってきました。全国各地の

サードセクター組織の経営者と連携をとり、協力を頂きながら、iSB公共未来塾

やコンサルティングを行い、サードセクター組織が活力ある活動ができるよう

に支援をしてきました。 

 

Ⅱ 事業報告 

１． サードセクター組織経営者の能力開発事業 

1)部会活動 

先輩サードセクター組織の経営者や iSB 公共未来塾の卒業生をゲストに招い

てお話しを聞いたり、互いの経験を交流したり、助け合ったりしました。 

●日時：２０１８年９月８日（木）10時～13時 

参加者：９名 
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ジネスがしたいなど、起業に向けた悩みを互いに話し合いました。次期は

定期的に開催したいと考えます。 

 

2)年次大会 

今期は年次大会を開催しませんでした。 

今後地域運営組織の活動が期待されることから、次年度開催のために好事例の

調査など準備を行いました。 

 

２． サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた 

支援事業 

1)地域社会雇用創造事業 

 社会性重視の経営を行う起業家の支援のために、ツリー型ロジック・モデル・

シートとビジネス・モデル・シートを活用し、起業塾を開催しました。 

※ツリー型ロジックモデル…社会的インパクト評価のツールとして注目され

ているロジックモデルのひとつで目標達成のための PDCA サイクルに関連づ

けることを重視したロジックモデルです。 

 

＜ゼロから始める女性のための起業塾（iSB公共未来塾）＞ 

① 日時：2018年 10月 6日(土)、13日（土）、20日（土）27日（土） 

11月 10日（土） 

   10時半～14 時半 

② 参加者：14名 

③ 場所：大田区立男女平等センター 

④ 講師 （有限会社キュベル代表） 

  式会社 ZubitsJapan代表取締役） 

  特定非営利活動法人男女共同参画おおた理事長） 

   （共立信用組合融資部審査課次長） 

   （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

⑤ 内容： 

・夢をカタチにビジョンを描こう 
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・事例から学ぶ私の起業体験談 

・事業コンセプトを考えよう 

・会計の基礎知識を学ぼう 

・マーケティングの基礎を学ぼう 

・営業・販売戦略を考えよう 

・ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルを考えよう 

・広報戦略をたてよう 

・心を動かすプレゼンテーションをしてみよう 

・ビジネスプランの発表 

受講生の想い（ビジョン）を具体的に言葉にすることを支援し、ビジョン達

成のために魅力ある事業を考え、ビジネスプランを作る５回連続の起業塾で

す。少人数で演習の機会を多くし、論理的に考える力を養っています。参加

費は 5 回で５０００円、託児は無料で行いました。 

 

＜スタートアップ起業塾（iSB公共未来塾）＞ 

① 日時：2018年 10月 11日(木)、18日（木）、23日（火）、25 日（木） 

       11月 10日（土） 

   10時半～14時半 

② 参加者：5名 

③ 場所：biz BEACH CoWorking 

④ 講師： （有限会社キュベル代表） 

   コミュニケーションインストラクター） 

   （株式会社 Torch.company代表取締役） 

   特定非営利活動法人男女共同参画おおた理事長） 

   （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

⑤ 内容： 

・夢をカタチにビジョンを描こう 

・事例から学ぶ、私の起業体験 

・マーケティングの基礎を学ぼう 

・営業・販売戦略を考えよう 
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・会計の基礎知識を学ぼう 

・事業コンセプトを考えよう、ビジョンと事業コンセプトをつなごう 

・ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルを考えよう 

・広報戦略をたてよう 

・ビジネスプランの発表 

参加者は少ないですが、セミナー終了後もフォローアップを行い、減災・防

災の啓発活動、災害時の携帯トイレの製造販売をされる方、 

コミュニティレストランを始められる方など 2 名のかたがソーシャルビジネ

スを起業されました。 

 

＜ゼロから始める女性のための起業塾（iSB公共未来塾）＞ 

⑥ 日時：2018年 10月 31日(水)、11月 5日（月）、26日（月）12月 10日（月） 

   9時半～15時、10月 31日のみ 9時半～11時半 

⑦ 参加者：22名 

⑧ 場所：世田谷区民会館別館 

⑨ 講師： （有限会社キュベル代表） 

   コミュニケーションインストラクター） 

   （mugichokolato株式会社代表取締役） 

   特定非営利活動法人男女共同参画おおた理事長） 

   （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

⑩ 内容： 

・夢をカタチにビジョンを描こう 

・事例から学ぶ、私の起業体験 

・マーケティングの基礎を学ぼう 

・営業・販売戦略を考えよう 

・会計の基礎知識を学ぼう 

・事業コンセプトを考えよう、ビジョンと事業コンセプトをつなごう 

・ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルを考えよう 

・広報戦略をたてよう 
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・心を動かすプレゼンテーションをしてみよう 

・ビジネスプランの発表 

社会的価値と経済的価値を創出することができる経営について、ツリー型ロ

ジック・モデル・シートとビジネス・モデル・シートを活用してビジネスプ

ランをつくりました。女性を対象とし、グループワークの機会を多くしたこ

とで、受講生同士のコミュニティができ、受講生はそれぞれのペースで起業

の準備を始めました。 

 

＜ゼロから始める女性のための起業塾（iSB公共未来塾）＞ 

① 日時：2019年 3月 5日（火）、8日（金）、13日（水）、15日（金）、19日（火） 

② 参加者５名 

③ 場所：共立信用組合蒲田支店 

④ 講師： （株式会社プリメックスキッズ） 

   （有限会社キュベル代表） 

   特定非営利活動法人男女共同参画おおた） 

   （砂押税理士事務所代表税理士） 

   （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

⑤ 内容： 

カリキュラム 

・自分の想いを言葉にしてみよう 

・起業家から学ぼう 

・広報戦略を学ぼう、心を動かすプレゼンテーション 

・事業アイデアをだそう 

・ビジネスモデルを考えよう 1、Ⅱ 

・マーケティングの基礎知識 

・営業販売戦略 

・会計の基礎を知ろう 

・ビジネスプランの発表、ブラッシュアップ  

共立信用組合の会議室をお借りし、連携・協力して起業塾を開催しました。コ

ミュニティビジネスの誕生が期待されます。 

＜ゼロから始める女性のための起業塾（iSB公共未来塾）＞ 
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① 日時：2019年 6月 15日（土）29日（土）7月 13日（土）、7月 27日（土） 

② 参加者 10名 

③ 場所：清瀬市男女共同参画センターアイレック 

④ 講師： アロマエステサロンルナルーム） 

   （有限会社キュベル代表） 

   （mugichokolato株式会社代表取締役） 

   （砂押税理士事務所代表税理士） 

   （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

  ⑤内容： 

カリキュラム 

・自分の想いを言葉にしてみよう 

・起業家から学ぼう 

・事業アイデアをだそう 

（ツリー型ロジック・モデル・シートの意義と作成方法） 

・会計の基礎知識、収支計画の立て方 

・マーケティングの基礎知識 

・営業販売戦略 

・ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルをつくろう 

（中期戦略と持続可能な収益構造） 

・広報戦略を学ぼう 

・ビジネスプランの発表、ブラッシュアップ  

清瀬市で、女性の起業などの支援をしている「きよせ deプランニング」と連携

して、実施しました。受講生に対しては、フォローアップのコンサルティング

を行いました。 

 

＜ゼロから始める女性のための起業塾（iSB公共未来塾）＞ 

① 日時：2019年 7月 3日（水）10日（水）17日（水）、24日（水）31日（ 

② 参加者 14名 

③ 場所：城南信用金庫 

④ 講師： （シングルズキッズ株式会社） 
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  （有限会社キュベル代表） 

  （砂押税理士事務所代表税理士） 

  公益財団法人ユニバーサル志縁センター専務理事） 

  （公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

⑤ 内容： 

カリキュラム 

・自分の想いを言葉にしてみよう 

・起業家から学ぼう 

・事業の企画立案 

（ツリー型ロジック・モデル・シートの意義と作成方法） 

・会計の基礎知識、収支計画の立て方 

・マーケティングの基礎知識 

・営業販売戦略 

・ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルをつくろう 

（中期戦略と持続可能な収益構造） 

・人材養成とチーム力 

・ビジネスプランの発表、ブラッシュアップ  

起業家の体験談はシングルズキッズの さんにお願いしました。クラウ

ドファンドと融資による資金調達の方法など、実践的な内容でした。受講生同

士のつながりも強くなり、起業塾のあとも繋がりができています。城南信用金

庫、日本政策金融公庫との共催で開催しました。 

 

2)フルコストリカバリーセミナー 

iSB公共未来塾や講師に招かれたときに、フルコストの意味とその回収の必要性

を啓発しました。 

 

3)セミナーの実施 

＜子育ち・子育て支援で起業する＞ 

日時：2019年 3月 20日（木）13時～16時 

参加者：8名 
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場所：東京厚生信用組合 

内容： 2016年 2月にこども・子育て支援法の一部が改正され①施設型給付②地

域こども子育て支援事業に加え、③仕事子育て両立支援事業という 3 つ目の事

業の柱が立てられました。具体的には企業主導型保育事業と企業主導型ベビー

シッター利用者支援事業を行うこととしています。保育園の参入規制が解除さ

れたこともあり、成長ビジネスとして参入業者も増えてきています。そこで、

子育ち子育て支援分野において社会性重視の経営者の存在が重要であると考え、

本セミナーを開催しました。このようなセミナーを通じ、社会的価値と経済的

価値を創出していくサードセクター組織のリーダーをみつけ、育成していきま

す。後半は講師と本協会の会員や参加者が、行政サービスを民間の良さが発揮

できるサービスとするための制度の在り方など意見交換を行いました。 

講師  株式会社コミュニティハウス代表取締役 

   一般社団法人 日本こども育成協議会会長 

   プリメックスキッズ株式会社 

   公益社団法人日本サードセクター経営者協会 

 

＜講師派遣＞ 

世田谷区、清瀬市、熊本県などが開催するサードセクター組織、ソーシャルビ

ジネスなどのセミナーの講師を務めました。 

 

５）コンサルティングの実施 

理事、正会員、及び JACEVO認定コンサルタントによる、フロントラインのサー

ドセクター組織の経営者対し、成果を生み出す組織としての経営コンサルティ

ングを実施しました。主に、東京都、愛知県、熊本県において実施いたしまし

た。 

コンサルティング実績：１５団体 

 

6）コンサルタント養成講座 

日時：2019年 2月 2日（土）、3日（日） 

参加者：4名 

場所：パシオン TOKYO 
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日時：2019年 2月 9日（土）、10日（日） 

参加者：5名 

場所：プラザなごや 

セミナーを修了され、ツリー型ロジック・モデル・シートを２つ、主席コン

サルタントに 2 回同席され、レポートを提出されるなど資格認定の条件を満

たされた方は JACEVO 認定コンサルタントの認定証を交付します。 

 

３． サードセクターの在り方に関する調査研究と提言事業 

２）サードセクター形成状況調査 

独立行政法人経済産業省が実施する「日本におけるサードセクターの全体像

とその経営に関する調査研修」研究会において実施した、過去３回の調査の集

計・分析を行いました。サードセクターを構成する各種非営利法人や協同組合

あるいは社会的企業の実像（実数、財政規模、従事者数等）および経営者の実

態が把握されました。調査結果に関する論文は、独立行政法人経済産業省の HP

に公開されています。 

サードセクター組織の好事例については、起業塾やセミナーなどで事例を紹

介しました。 

 

３）政府・行政との政策研究会の開催 

政府・行政とサードセクター組織経営者により、社会をよくするためにはど

のように一体的に関係を変化させていくのがよいのか。特に地域内分権につい

ての議論をしました。香川県三豊市のまちづくり推進隊（地域運営組織）と協

力しておこないました。 

 

（４）政府などへの提言活動 

サードセクター組織の力量拡大のために、中小企業に対するものづくり補助

金を非営利組織も活用できるように提言しました。具体的にはその補助金を活

用できそうなサードセクター組織の具体的な事例を示し、その必要性、効果な

どを提言しました。またソーシャルビジネスネットワーク会議などで、事業型
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NPOへの支援の重要性、支援の在り方などを提言しました。 

 

※サードセクターとは 

企業・行政と並ぶ三番目のセクターとして存在感を示す必要があることを意図

した表現です。具体的には、社団法人・財団法人（一般、公益）、社会福祉法人、

学校法人、医療法人、宗教法人、厚生保護法人、協同組合、社会的企業、特定

非営利活動法人、市民活動団体、地縁組織等を含めた、社会的課題を解決する

広範な組織群を示しています。 

 

Ⅲ 組織の運営に係る事項 

１． 社員総会の開催 

日 時：2018年 11 月 28日（日）17:00～18:00 

場 所： パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15 号) 

出席者：会員７名 

定足数 20 名（正会員 39 名）に対し、出席者 7 名、議決権行使書 6 名、委任状

19名、合計 33名であるため、総会の成立を確認した。 

決議事項：第 9 期事業報告（案）の承認の件、第 9 期決算報告（案）の承認の

件、定款変更について承認された。 

 

２．理事会の開催 

（１）第 1回理事会 

日時：2018年 11 月 12日（月）19:00～20:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席６名、監事 1名、欠席１名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされた 

決議事項：会員入会について承認された。 

     法人 10 期通常総会議案について承認された。 

     法人 9 期事業報告について承認された。 

     法人 9 期決算書について承認された。 

     定款変更について承認された。 
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（２）第 2回理事会 

日時：2018年 11 月 28日（水）18:00～19:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席 7名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされた。 

決議事項：代表理事を選出した。 

     会員入会について承認された。 

     当協会の従たる事務所を下記のとおり設置したい旨を諮ったところ、 

      満場一致で承認可決した 

      愛知県名古屋市北区平安 1丁目 9番 22号 

 

（３）第３回理事会 

日時：2019年 2月 15日（金）17:00～18:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席 7名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされた 

決議事項：会員入会について承認された. 

        指定寄付について協議し、次回理事会にて詳細を検討することとした。 

 

（４）第４回理事会 

日時：2019年 4月 25日（木）18:00～19:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数４名、出席 7名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされた 

決議事項：会員入会について承認された。 

   寄付金規定について再検討を行い、現状の規定にて運用することとした。 

   新規事業申請について協議され、申請をしていくこととした。 

 

5）第 5回理事会 

日時：2019年 7月 8日（木）18:00～19:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 
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出席：決議に必要な出席理事の数４名、出席６名、欠席 1名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされた 

決議事項：会員入会について承認された。 

倫理規定、コンプライアンス規定、利益相反防止規定、内部通知者保護規定、

リスク管理規定、情報公開規定、事務局規定、文書管理規定については継続審

議とした。 

新規事業については申請をすることとした。 

特別寄付について寄付申込書の様式を定めた。 

次期役員について検討を行い、担当理事が意向の確認をすることとした。 

 

6）第 6回理事会 

日時：2019年 8月 26日（月）18:00～19:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数４名、出席理事 7名、監事 1 名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされた 

決議事項： 

法人 11期事業計画について承認された。 

法人 11期予算について承認された。 

資金調達・設備投資の見込みについて承認された。 

倫理規定、コンプライアンス規定、利益相反防止規定、内部通知者保護規定、

リスク管理規定、情報公開規定、事務局規定、文書管理規定についてはそれぞ

れ原案どおり承認された 

協議事項：次期役員の候補者を選出した。担当理事が意向の再確認をすること

とした。 

 

第 10期事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第 34 条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 

 

令和元年１１月 

公益社団法人日本サードセクター経営者協会 
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公益社団法人 

日本サードセクター経営者協会 
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Ⅰ 基本方針 

１．事業に関する方針 

政府・行政（第一セクター）や企業（第二セクター）に比べて力量が乏しく分断されて

いたサードセクター組織が連携・協力し社会的存在感が小さかった日本のサードセク

ターの形成を目指します。ビジョンと活力あふれるサードセクターが加わることで、三つ

のセクターがそれぞれ適切な役割を果たす多元的な社会の実現することを目指しま

す。設立時の理念の確かさを自覚し、下記に焦点を当て、事業を展開していきます。 

・ 経営者の孤軍奮闘状況とセクター内部の縦割り構造の解消 

・ 個々の非営利組織に求められている、自律的で成果を追求した経営力の向上 

・ 公共サービス改革へのセクターとしての方針の表明と対応 

 

サードセクター組織経営者の能力開発事業 

（つなぐ事業） 

 iSB 公共未来塾の修了生が集まり、部会活動として、互いに情報交換したり、経験交

流を行いました。 

 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援事業 

（伸ばす事業） 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援において重要なことは人

材養成です。恒例の iSB公共未来塾（５日間１０コマ）を３クール開催しました。iSB公共

未来塾は、営利・非営利どちらの組織も対象としていること、受講生がビジョンを描くこ

とをサポートすること、ツリー型ロジック・モデル・シートの作成支援を行い、社会性重視

の経営ができるような軸をつくるサポートをすることが特徴です。 

また、サードセクター組織の経営力向上のためにコンサルティングができる人材の

養成を行いました。サードセクター組織は社会的課題を解決するということと、活動を

継続するための資源をどのように持続して引き付けていくか、それぞれ論理的思考能

力・情熱と行動力が必要と考えています。その経営力向上のためには、立ち上げから

成長期においてのコンサルティングは重要であり、そのための人材が不足していると

考えています。営利企業のコンサルティングとは異なり サードセクターの経営の特徴

を理解したコンサルティング能力と立ち上げ期の多義にわたる課題へのサポートが 
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必要となります。ツリー型・ロジック・モデル・シート（目標と事業とのつながりを１枚の図

で示したもの）とビジネス・モデル・シート（どのよう なステークホルダーからどのような

工夫と吸引力で資源を引き付けるのか）という二つのツールを使いコンサルティングが

できる人材を養成しました。 

 

 

サードセクターの在り方に関する調査・研究と提言事業 

（提言する事業） 

サードセクターを構成する各種非営利法人や協同組合あるいは社会的企業等

の実像（実数、財政規模、従事者数、労働環境等）および経営者の実態を把握

し、営利組織むけの補助金等を非営利組織が活用できるように提言しました。 

また、コロナ禍においては、弱い立場にある家庭や人にさらに負荷がかかります。時

間がたつにつれてストレスが増してくる状況は東日本大震災や熊本地震の避難所の

課題に類似しています。高齢者がディサービスやサロン等に通所しないと、足腰が弱

くなり、引きこもりが増えます。過去の災害時においても要介護認定者や動作が不自

由になる人が増えています。感染拡大の恐怖により自発的に外出を自粛する傾向もあ

り、長く続けば続くほど、ゆっくりと確実に高齢者の機能や能力は低下していきます。 

このように新型コロナウィルスの影響により社会課題自体がより深刻化していますが、

同時にこれらを解決するための NPO の活動もまた、対面や濃厚接触が必要であるた

めに活動が困難になっていることが今回の事態に特有の重大な課題となっています。

NPO 活動の実体調査をおこなった組織は全国に多くあり、その内容をヒヤリングし、

NPOが新しい活動様式を生み出せるように調査結果を活かしていきます。 

 

２．運営に関する方針 

全国各地のサードセクター組織の経営者と連携をとり、協力を頂きながら、

iSB公共未来塾や個別コンサルティングを行い、サードセクター組織が活力ある

活動ができるように支援をしてきました。 
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Ⅱ 事業報告 

１． サードセクター組織経営者の能力開発事業 

1)部会活動 

iSB公共未来塾の卒業生が全国各地で地域にしっかり足をつけ、活躍をしてい

ます。先輩サードセクター組織の経営者や iSB 公共未来塾の卒業生をゲストに

招いてお話しを聞いたり、互いの経験を交流し、情報交換しました。 

●ステージアップカフェ 

場所：パシオンＴＯＫＹＯ 

日時：１月２９日（水）１０時半から１２時、２月２９日（土）１３時半から１５時 

内容：iSB公共未来塾卒業生を中心に少人数の意見交換会を定期的に開催しま

した。新型コロナウィルス感染拡大防止のために３月以降はしばらくは中止と

しました。 

●聞かせてください、あなたの波乱万丈人生 

場所：日進市折戸町笠寺山 41-1 椿館 

日時：2020 年 2 月 18 日（火） 18 時半～ 

東海地域プロファイル NO１ 

（一般社団法人 セブンス・ファクトリー)公共未来塾 2 期生 

  日進市に就労継続支援 B 型事業所をオープンされた さん 

、あんこ椿の経営、キッチンカー、酒造免許取得、農業等、色んなことを自力でやっ

てみえました。セブンス・ファクトリーのセブンスとは、6 次産業+1＝7 という意味で、

農業(生産)→加工→販売という 6 次産業に、7 番目の要素として、福祉等の分野を

加えることを指します。いろいろなことをされたきた実績をベースに、障害のある方が

個性や希望に合わせた多彩なお仕事に取り組んでいただけることができる環境を

つくってみえます。 

 

2)年次大会 

今期は年次大会を開催しませんでした。 

今後地域運営組織の活動が期待されること 

から、法人１２期開催のために、香川県三豊市、高松市、三重県名張市兵庫県

明石市等、好事例の調査を行い、年次大会開催のための準備を行いました。 
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講師： 氏（公益社団法人ユニバーサル志縁センター） 

 （有限会社キュベル代表） 

 （特定非営利活動法人 グループ藤） 

氏（特定非営利活動法人男女共同参画おおた） 

氏（公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

（株式会社 NKコンサルティング） 

起業家の体験談は、特定非営利活動法人グループ藤の 氏をお招きし、

「グループふじ一番館」をどのように開設したのか、具体的なファンドレイ

ジングの方法についてお話をお聞きしました。少人数でしたので、ビジョン

を言葉にし、ビジョンから逆算して、事業を考えました。受講生同士の意見

交換の時間を多くし、多様な考え方を受け入れながら、一人ひとりのビジネ

スプランをつくっていきました。受講生のうち２人が起業しました。 

 

令和元年度第２回 iSB公共未来塾 

＜創業スクール＞ 

参加者：14名 

場所：城南信用金庫本店 

第 3 日

目 

11/9 

（土） 

マーケティング

基礎 

・マーケティングの基本 

・商品やサービスのコンセプト

づくり 

1.5  

営業・販売戦略 ・営業計画と販売計画 1.5  

第 4 日

目 

11/16 

（土） 

ビジネスモデル

とは 

・ビジネスモデルとは何か 

・ビジネスモデルの類型 
1.5  

ビジネスモデル

をつくろう 

資金調達 

・中期戦略と 

持続可能な収益構造 
1.5 

 

共立信用組合 

第 5 日

目 

11/30 

（土） 

会計の基礎 
・会計の基礎知識 

・収支計画の作り方 
1.5  

ビジネスプラン

の発表 
・ビジネスプランの発表 1.5  
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講師： 氏（株式会社エスキュリ・インスティチュート代表取締役） 

    氏（特定非営利活動法人男女共同参画おおた） 

氏（特定非営利活動法人男女共同参画おおた） 

氏（公益社団法人日本サードセクター経営者協会） 

新型コロナの影響で新しい生活スタイルになりつつあります。こんな時だからこそ起業

の夢を実現しようという方、ピンチをチャンスに変えようと考えている方、業態を変えよう

という方等々のために起業塾を開催しました。 

 

目 （土） 

9:30 

～ 

12:30 

葉にしてみよう ・経営理念とは  

事例から学ぶ 

私の起業体験談 

・起業体験談 

・起業にあたっての心構え 
1.5  

第 2 日

目 

7/18 

（土） 

9:30 

～ 

12:30 

事業アイデアを

だそう 
・事業アイデアの出し方 1.5  

事業計画をとく

ろう 

・事業計画のつくり方 

・収支計画のつくり方 
1.5  

第 3 日

目 

7/25 

（土） 

9:30 

～ 

12:30 

お客様に喜んで

いただける仕組

みづくり 

・マーケティングの基本 

・顧客に与える価値 

・商品サービス開発と単価 

・営業計画と販売計画 

2  

人を動かすプレ

ゼンテーション 
プレゼンテーションのコツ 1  

第 4 日

目 

8/1 

（土） 

9:30 

～ 

12:30 

広報戦略を考え

てみよう 

・広報戦略の基本 

・広報戦略の変化 
1  

チラシやHPをつ

くってみよう 
・伝えるコツ 

・チラシのつくり方 
2  

第 5 日

目 

8/8 

（土） 

9:30 

～ 

12:30 

 

ビジネスプラン

の発表 
・ビジネスプランの発表 1 受講生 

ビジネスプラン

のブラッシュア

ップ 

みんなでブラッシュアップ 2 
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2)フルコストリカバリーセミナー 

iSB公共未来塾や講師に招かれたときに、フルコストとは何かという理解、フル

コストの回収の必要性を啓発しました。 

 

３）自主セミナー 

●ステップアップセミナー 

日時：２０２０年２月６日（木）9:30～12:30  14:00～17:00 

参加者：15名 

場所：城南信用金庫本店 

内容：ゲスト講師 氏の体験談とクラウドファンドについての勉強会を 

行いました。 

ゲスト講師：  

 

 

４）講師派遣事業 

世田谷区、清瀬市、熊本県、四日市大学などが開催するサードセクター組織、

ソーシャルビジネスなどのセミナーの講師を務めました。 

 

５）コンサルティングの実施 

理事、正会員、及び JACEVO認定コンサルタントによる、フロントラインのサー

ドセクター組織の経営者対し、成果を生み出す組織としての経営コンサルティ
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ングを実施しました。主に、東京都、愛知県、熊本県において実施いたしまし

た。 

コンサルティング実績：２０団体 

コロナ禍においては「ケイエール」として、オンラインにてサードセクター組

織の経営者を応援する相談室を５月から８月まで週１回開催しました。 

相談員 
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15 
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6）コンサルタント養成講座 

今年度はオンラインで開催しました。 

日時：2020年７月４日（土）、５日（日） 

参加者：5名 

日時：2020年 6月 20日（土）、21日（日） 

参加者：３名 

セミナーを修了された方は、ツリー型ロジック・モデル・シートを２つ提出

して頂きます。今年度の受講生は熱心な方が多く、提出後はコンサルティン

グに同行して頂きます。 

３． サードセクターの在り方に関する調査研究と提言事業 

２）サードセクター形成状況調査 

新型コロナウィルスの影響を受けて地域や社会の課題はより複雑化していますが、

それらの課題を解決しようとするサードセクター組織の経営も深刻な状況にあります。

熊本県母子寡婦連合会、三重県 NPO 法人太陽の家調、特定非営利活動法人男女

共同参画おおた、岐阜 mama オリーブ、東海市民ネットワーク等の調査結果を参考に

コロナ禍におけるサードセクター組織の状況と、地域や社会の課題を把握しました。 

 

（４）政府などへの提言活動 

コロナ禍において、より深刻化する地域や社会の課題を解決しようとするフ

ロントラインのサードセクター組織に対し、休眠預金を活用するように提言し

ました。 

東京都と名古屋市に対し、社会性重視の経営をする組織の支援の在り方につ

いて低減をしました。 

 

※サードセクターとは 

企業・行政と並ぶ三番目のセクターとして存在感を示す必要があることを意図

した表現です。具体的には、社団法人・財団法人（一般、公益）、社会福祉法人、

学校法人、医療法人、宗教法人、厚生保護法人、協同組合、社会的企業、特定

非営利活動法人、市民活動団体、地縁組織等を含めた、社会的課題を解決する

広範な組織群を示しています。 
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Ⅲ 組織の運営に係る事項 

１． 社員総会の開催 

日 時：2019年 11月 28日（木）19:00～20:00 

場 所： パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席者：会員 10名 

定足数 23名（正会員 45名）に対し、出席者 10名、議決権行使書 3名、委任状

22名、合計 35名であるため、総会の成立を確認しました。 

第１０期事業報告の承認、第１０期決算報告の承認を求めたところ、原案通り、

満場一致で承認可決しました。 

理事については、本定時社員総会の終結と同時に任期満了となるので、被選任

者として、理事として、再任するものは、

の 6名、新に就任するものは

の 3 名、合計１０名であり、監事として 1 名が満場一致で

可決されました。 

 

２．理事会の開催 

（１）第 1回理事会 

日時：2019年 10月 8日（火）18:00～19:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席６名、監事 1名、欠席１名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

     法人 11期通常総会議案について承認されました。 

     法人 10期事業報告について承認されました。 

     法人 10期決算書について承認されました。 

     役員改選について承認されました。 

  

（２）第 2回理事会 

日時：2019年 11月 10日（月）13:30～14:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席 7名 
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報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：代表理事を選出しました。 

     会員入会について承認されました。 

     従たる事務所の設置について承認されました。 

 

（３）第３回理事会 

日時：2020年 2月 26日（水）18:00～19:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席 7名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

 

（４）第４回理事会 

日時：2020年 5月 11日（月）18:00～19:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 5名、出席 8名、欠席１名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

 

5）第 5回理事会 

日時：2020年 7月 6日（月）18:00～19:30 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 5名、出席６名、欠席 2名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

倫理規定、コンプライアンス規定、利益相反防止規定、内部通知者保護規定、

リスク管理規定、情報公開規定、事務局規定、文書管理規定については継続審

議となりました。 

 

6）第 6回理事会 

日時：2020年 8月 26日（水）18:00～19:30 
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場所：東海支部事務所 

出席：決議に必要な出席理事の数４名、出席理事 7名、監事 1名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項： 

法人 12期事業計画、予算については承認されました。 

倫理規定、コンプライアンス規定、利益相反防止規定、内部通知者保護規定、

リスク管理規定、情報公開規定、事務局規定、文書管理規定についてはそれぞ

れ原案どおり承認されました。 

休眠預金の資金分配団体として、採択団体を決定しました。 

協議事項：次期役員の候補者に関して意見交換がなされました。 

 

 

 

第９期事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第 34 条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 

 

令和 2年１１月 

公益社団法人日本サードセクター経営者協会 

 

 



 

 

 

第１２期 事業報告 

 
 

 

 

 

 

 

2020年 9 月 1 日～2021 年 8月 31 日 

 

 

公益社団法人 

日本サードセクター経営者協会 
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Ⅰ 基本方針 

１．事業に関する方針 

政府・行政（第一セクター）や企業（第二セクター）に比べて力量が乏しく

分断されていたサードセクター組織が連携・協力し社会的存在感が小さかった

日本のサードセクターの形成を目指します。ビジョンと活力あふれるサードセ

クターが加わることで、三つのセクターがそれぞれ適切な役割を果たす多元的

な社会の実現することを目指します。設立時の理念の確かさを自覚し、下記に

焦点を当て、事業を展開していきます。 

・ 経営者の孤軍奮闘状況とセクター内部の縦割り構造の解消 

・ 個々の非営利組織に求められている、自律的で成果を追求した経営力の向上 

・ 公共サービス改革へのセクターとしての方針の表明と対応 

 

サードセクター組織経営者の能力開発事業 

（つなぐ事業） 

 iSB公共未来塾の修了生が中心となって集まり、部会活動として、互いに情報

交換したり、経験交流を行いました。法人 12期は、ギフテッドチルドレンに関

する啓発や調査に関しての部会を新たに立ち上げました。 

 また、clubhouse や YouTube、ZOOMなどを活用し、サードセクター組織のリー

ダーの話しを聞いたり、意見交換する機会を設けました。 

 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援事業 

（伸ばす事業） 

サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援において重要なこと

は人材養成です。恒例の iSB 公共未来塾（５日間１０コマ）を６クール開催し

ました。iSB 公共未来塾は、営利・非営利どちらの組織も対象としていること、

受講生がビジョンを描くことをサポートすること、ツリー型ロジック・モデル・

シートの作成支援を行い、社会性重視の経営ができるような軸をつくるサポー

トをすることが特徴です。 

また、社会的インパクト評価のツールとして注目されているロジックモデル

の中でも、当協会が開発したツリー型ロジック・モデル・シートの作成支援を
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行いました。 

新型コロナウィルスの影響は、ひとり親、障害児・多胎児がみえる等弱い立

場にある家庭にさらに負荷がかかっています。時間がたつにつれてストレスが

増してくる状況は東日本大震災や熊本地震の避難所の課題に類似しています。

DV や児童虐待はあってはならないことでありますが、感染拡大によりさらに深

刻化する可能性があります。感染拡大の恐怖により高齢者が自発的に外出を自

粛する傾向もあり、過去の災害時においても要介護認定者の動作が不自由にな

り、長く続けば続くほど、ゆっくりと確実に高齢者の機能や能力は低下してい

きます。 

このように新型コロナウィルスの影響により社会課題自体がより深刻化して

いますが、同時にこれらを解決するためのサードセクター組織の活動もまた、

対面や濃厚接触が必要であるために活動が困難になっていることが今回の事態

に特有の重大な課題となっています。感染拡大を抑止しながら、サードセクタ

ー組織が活動を実践するにあたり、工夫をして成果をあげられるような新たな

様式活動を編み出していく支援をしました。 

 

 

 

サードセクターの在り方に関する調査・研究と提言事業 

（提言する事業） 

新型コロナウィルスの影響により社会課題自体がより深刻化しています。増

大するニーズを把握し、新たなチャレンジをしているサードセクター組織の経

営実態や工夫をヒヤリング調査し、法人 13 期の提言活動につなげていきます。 

 

２．運営に関する方針 

全国各地のサードセクター組織の経営者と連携をとり、協力を頂きながら、

iSB公共未来塾の開催や個別コンサルティングを行い、サードセクター組織が活

力ある活動ができるように支援をしてきました。 
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Ⅱ 事業報告 

１． サードセクター組織経営者の能力開発事業 

1)部会活動 

iSB公共未来塾の卒業生が全国各地で地域にしっかり足をつけ、活躍をしてい

ます。先輩サードセクター組織の経営者や iSB 公共未来塾の卒業生をゲストに

招いてお話しを聞いたり、互いの経験を交流し、情報交換しました。 

（１）ケイエール IHACK さんの相談室 

Clubhouseを活用し、iSB公共未来塾の卒業生や、当協会のプロジェクトと

連携・協力をしているサードセクター組織のリーダーをお招きし、起業の動

機、事業の内容、事業の工夫や特徴、今後の展望などをお聞きし、参加者か

らの質疑応答とともに意見交換を行いました。 

運営サポートは iSB公共未来塾の卒業生等がボランティアで行いました。 

第 1回 さん    Bread Salon Lisa オーナー 

第 2 回 さん  駐在妻のネットワーク 

第 3 回 さん   エイムアテイン（株）代表取締役社長 

（内閣府地域社会雇用創造事業 iSB 公共未来塾にて支援） 

第 4 回 さん   合同会社 nimai-nitai 代表  

（内閣府地域社会雇用創造事業 iSB 公共未来塾にて支援） 

第 5 回 さん  一般社団法人 美馬森 Japan 理事長 

（復興支援型内閣府地域社会雇用創造事業 iSB 公共未来塾にて支援） 

第 6 回 さん   一般社団法人 ギフテッド応援隊代表理事 

第 7 回 さん （株）EATMO 代表取締役 

第 8 回 さん認定特定非営利活動法人パンドラの会前代表理事 

第 9 回 さん   特定非営利活動法人 LotuS 

（復興支援型内閣府地域社会雇用創造事業 iSB 公共未来塾にて支援） 

第 10 回 起業して間もない 3 人の起業家 

こども食堂をおうちで開業した保育士の さん 

ネット上に仮想商店街を起業した さん 

     防災・減災活動を行う特定非営利活動法人 CONNECT 

代表の さん 

下のリンクの「ケイエール」にクラブメンバーとして登録してくださるかフ

ォローしてください。  
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〇第 3回 

 

※動画は下記からご覧ください。 

https://brainnavi-online.com/set/1864 

 

（３）リレー講演会 

理事や会員が話題提供を行い、参加者と意見交換する、リレー式の講演会を開

催しました。 

〇第 1回 

日時：２０２０年１１月２０日（金） 

１９時～２０時半 

テーマ：「ベーシック・インカム(BI)」 

内容：コロナ対策の定額給付金 10 万円を経験し、また、

日本に即した具体的な提案が出されたこともあり、BI が

話題となりつつあります。 そこで、BI の狙い、具体的な制度設計、財源の

試算、現在の社会保障の何をやめて何を残すのか、なぜ豊かな人にも一律に

支給するのか、BI は労働意欲を阻害するのか、などなどの論点を参加者とと

もに考えました。 

スピーカー：  氏 
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〇第 2回 

日時：２０２０年１２月１８日（金）１９時～２０時半 

テーマ：「格差分断世界と教育の未来」 

内容：日本では教育環境格差が大きな問題となっていま

す。またアメリカ大統領選挙におけるトランプ氏の「善

戦」の背景には、高学歴エリートへの根深い不信がある

とも言われています。コロナウイルスの感染拡大が世界を覆うなかで、格差

分断がさらに深刻化するとの見方もありますが、新しい社会を切り拓く次世

代リーダーを育てる教育への期待も高まっています。 

教育は、いまや格差分断を助長し、うみだす存在となってしまったのか。 

それとも世界の希望をになう人材をうみだす可能性があるのか。 

スピーカー： 氏 

 

〇第 3 回 

日時：２０２１年１月１５日（金）１９時～２０時半 

テーマ：「人の進化と福祉・介護（ヒトが人になる過程

で獲得してきたこと）」 

内容：私たちは人類の遠い先祖はアフリカの豊かな熱帯

雨林の中の暮らしを離れ、草原に出ていきました。 

森を追われたサルたち（ホモ・サピエンスの祖先）はや

むをえず道具を持ち、集団で飢えや寒さへの対応といっ

た問題を互いに認識しあい、これらの問題に立ち向かう行動や役割を認め合

いました。言語の獲得によるコミュニケーション能力の向上が集団の紐帯を

強くしました。こうしてヒトは短時間で世界中に広がっていったのでした。 

草原での生活は、ほかのサルとは異なり、食物のある場所で食事をせず、採

取したものを持ち帰る行動をとることになりましら。集団で暮らすようにな

ったこともあって、サルに現れる「共認」行動も発達しました。私たちが子

供の成長や仕事など社会生活の様々な場面で他者からの期待に応えることで

自己も満足するという行動です。共認が充足される体験の積み重ねによって、

私たちは成長を遂げてきたように思えます。 

こうしたことが、高齢者のケアなど、動物として得意な行動の礎となってい

るように考えます。 

スピーカー： 氏 
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〇第 4 回 

日時：２０２１年２月１９日（金） 

１９時～２０時半 

テーマ 「社会的連帯経済と社会的養護」 

内容：昨年度、18 歳未満の子どもが親などの

保護者から虐待を受けたとして児童相談所が

対応した件数は全国で 19 万 3780 件にのぼりました。前年度より 3 万 3942

件、率にして 21.2％増えて、過去最多を更新しています。 

厚生労働省「新たな社会的養育の在り方に関する検討会」が取りまとめた

「新しい社会的養育ビジョン」によって、これからの社会的養護の進むべき

方向と目標が示されるなかで、虐待や貧困の世代間連鎖を断ち切れるライフ

サイクルを見据えた社会的養育システムの確立し、社会的養護を経た若者の

自立支援施策を充実させることについても言及されています。 

しかし、現実はまだまだ追いついておらず新型コロナウィルス感染拡大の

中で、児童養護施設を巣立った若者の「緊急小口資金も、生活保護も相談し

たけどだめでした・・・国から死ねと言われている気持でいっぱいです。」

というショッキングな言葉がネットに流れました。 

このような状況下で、私が事務局を担当している生活協同組合、労働組合、

労働者協同組合、社会福祉法人、NPO、社会的企業、研究者などで構成する首

都圏若者サポートネットワークも社会的養護を巣立った若者を支援する団体

にアンケートを実施し、「若者おうえん基金新型コロナ緊急助成」を行いま

した。今回のセミナーでは、この事例を糸口に、現状の社会保障や社会的養

護の課題について一緒に考えていければと思います。 

スピーカー：  

 

〇第 5 回 

日時：２０２１年４月２３日（金）１９時～２０時半 

テーマ：「きっかけはバナナ？一本のバナナを選ぶこ

とから社会を変える～私と生協のお話～」      

内容：資本主義が行き詰まりを見せ混沌としてきてい

る今、SDGｓなどで協同組合が注目されています。協同

組合に参加する人は世界で 10 億人以上。経済の分野で

一般からの注目度は低いですが、実はかなり多くの割

合を占めています。資本と市場中心の経済とは別の経済システム。社会連帯

経済の一角をしめる歴史を持った仕組みで、市民による経済だと私は考えて

います。 
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私たち一人ひとりの力は小さく、何も変えられない、と思うことも多い世の

中ですが、一人ひとりが集まって多くの力の集合となると社会を変えること

も可能になってきます。そこを目指してずっと活動してきました。日本に生

協～生活協同組合は 260 以上あり、延べで 3000 万人近い組合員がいます。そ

の生協のひとつに何故関わるようになり、何をしてきて、何を考えてきたか、

を全くの一個人としての視点から語ります。 

スピーカー：  

 

（４）「ギフテッド」も生きやすい社会にする部会 

「ギフテッド」も生きやすい社会にする部会活動を始めました。 

 どんな子どもも枠にとらわれず、好きなことに挑戦し、生き生きと楽しい人

生を生きている社会を実現するために、まだ日本ではなじみが薄く、誤解され

やすい「ギフテッド」についての啓発活動を行いました。 

 ギフテッドについてのセミナーの開催準備を行い、2021年８月 18日に webセ

ミナーを開催し、５００名の方満席の申し込みを頂きました。 

 

2)年次大会 

今期は年次大会を開催しませんでした。 

新型コロナウィルスの影響により、対面や濃厚接触で効果をだしてきたサー

ドセクター組織の活動が困難になりました。増大するニーズにチャレンジをし

ているサードセクター組織の活動をヒヤリングし、法人 13期に、その事例報告

会と今後に向けてのパネルディスカッションの開催を予定しています。 

 

２． サードセクター組織の自立的・効率的経営に向けた支援事業 

1)地域社会雇用創造事業 

 社会性重視の経営を行う起業家の支援のための起業塾を 7回開催しました。 

 ビジョンを描き、事業コンセプトを整理していく参加型の起業塾です。 
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講師 

 大崎泰寛税理士事務所 代表税理士 

 MotionGallery・POPcorn 代表 

 K O K コンサルティング代表・中小企業診断士 

 株式会社カラーズ 代表取締役 

 ウーマンネット（株）代表取締役 

公益社団法人日本サードセクター経営者協会執行理事 

 

9:30～

12:30 

・ビジョンを描く 

事例から学ぶ 

私の起業体験談 

・起業体験談 

・起業にあたっての心構え 
1.5 

第 2日目 

1/30

（土） 

9:30～

12:30 

事業の企画立案 

・ツリー型ロジック・モデル・

シートの意味と活用 

・事業アイデアの出し方 

1.5 

ビジネスモデルとは 

・ビジネスモデルとは何か 

・ビジネスモデルの類型 

・持続可能な収益構造 

1.5 

第 3日目 

2/6 

（土） 

9:30～

12:30 

商品サービスのコンセプ

ト作り 

・事業ドメイン 

・顧客の価値を考える 
1.5 

マーケティング基礎 

・ターゲット・マーケティング

（STP） 

・マーケティングの 4P 

1.5 

第 4日目 

2/13 

（土） 

9:30～

12:30 

会計の基礎と資金調達 
・会計とはなにか 

・収支計画のつくりかた 
1.5 

広報戦略 
・広報について 

・SNSの活用 
1.5 

第 5日目 

2/20 

（土） 

9:30～

12:30 

ビジネスプランの発表 ・ビジネスプランの発表 1.5 

ビジネスプランの 

ブラッシュアップ 

コメンテーターと受講生によ

るブラッシュアップ 
1.5 
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講師 

 K O K コンサルティング代表・中小企業診断士 

 Bread Salon Lisa オーナー 

 公益社団法人日本サードセクター経営者協会執行理事 

 

２)フルコストリカバリーセミナー 

iSB公共未来塾や講師に招かれたときに、フルコストとは何かという理解、フル

コストの回収の必要性を啓発しました。 

 

３）自主セミナー 

（１）ソーシャルインパクト評価とロジックモデル 

日時：２０２１年７月３日（土）10:00～12:00 

参加者：２７名 

場所：オンライン 

内容：ソーシャルインパクト評価において、用いられる代表的な手法の一つ 

あるロジックモデルについて解説しました。また、当協会の代表理事後房雄が 

考案したツリー型ロジックモデルは評価のためのツールでなく、成果を生だす 

ために経営のマネジメント サイクルに関係づけて活用します。 

事前評価、中間 評価、成果評価の混迷についても議論しました。 

 

（２）ロジックモデルをつくろう 

日時：2021年 7月 17日（土）、24日（土） 

参加者：4名 

第 5日

目 
8/2(月) 

ビジネスプラン 

の発表 
・ビジネスプランの発表 1.5 

ビジネスプランの 

ブラッシュアップ 

まとめ 

・コメンテーターと受講

生によるブラッシュア

ップ 

・ビジネスモデルとは 

1.5 



 

19 

 

場所：オンライン 

内容：成果志向の経営のために社会的インパクト評価の ツールとしてロジック

モデルが注目されています。 ロジックモデルはいろいろありますが、ツリー型

ロジック・モデル・シートは、評価のためだけのツー ルではありません。ビジ

ョン達成のために魅力ある 事業を企画立案し、実践し、評価・改善するという 

P-D-C-Aのマネジメントサイクルに関係づけることで、成果をうみだす組織へと

成長していきます。その活動を可視化していくことができます。つくり方 を聞

いただけではつくること難しく、セミナーで考案者とともに一緒につくりまし

た。 

 

＜新しい活動様式を生み出すために＞ 

新型コロナウィルスの感染対策をしながら、IT などを活用し、新たな活動様式

をうみだそうとするサードセクター組織に対し研修会や勉強会を開催しました。 

（３）感染対策勉強会 

第 1回 

日時：2020年 10 月 26日(月)17時から 19時 

講師：  

参加者：13名 

第 2回 

日時：2020年 11 月 6日(金)15時から 17時 

講師：  

参加者：9名 

第 3回 

日時：2021年 1月 27日（水）19時から 20時 

参加者：17名 

 

＜講師プロフィール＞ 
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（４）IT活用研修会 

第 1回 

日時：2021年 2月 10日（水）18時から 19時半 

講師： さん 

参加者：14名 

内容：SNSの違い・活用の注意点 

ライフラインコミュニケーションとして今や必須となりつつある SNS。メインに

なる LINE、facebook、nstagram、Twitter の違いと活用方法それぞれの SNS ご

とのルールや、セキュリティ、注意事項、アカウント作成方法など具体的に学

びました。 

第２回 

日時：2021年 2月 24日（水）18時から 19時半 

講師： さん 

参加者：17名 

内容：YouTube動画活用 

コロナ渦の中でますます注目を集める YouTube。有効活用するには、その仕組み
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や成り立ちをきちんと把握することが大切です。スマホアプリを使った動画の

簡単な作成などをお伝えしました。 

第 3回 

日時：2021年 2月 17日（水）14時から 15時半 

講師： さん 

参加者：11名 

内容：新型コロナウィルスの対策などでテレワークやそれに伴う ICT 化が急速

に進みました。 

また、DX (デジタルトランスフォーメーション)の流れは、効率的なデータ処理

とコミュニケーションを可能にしています。 

一方では、ICTシステムの脆弱性や業務手順の不完全な部分を突いたサイバー攻

撃を受けたり、誤って情報を流出させたりするセキュリティインシデントが起

きています。 

情報資産を守る情報セキュリティの基本的な内容について確認し、情報流出や

サイバー攻撃の最近の傾向などについても理解しましょう。 

また、最近は GAFA を相手に訴訟が起きている個人情報の取り扱いについても傾

向を見てみましょう。 

＜講師プロフィール＞ 
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（５）「自分で作るセミナーチラシのつくり方 

日時：2021年 7月 28日(水)14時から 16時 

講師：

参加者 

内容：目を引くチラシを作りたいけど、見やすく分かりやすくするにはどうし

たらよいのか。レイアウトやキャッチコピー作成のコツについて、プロの講師

が一から教えて頂きました。 

 

（６）「ガバナンス」と「コンプライアンス」を学ぶセミナー 

～社会から信頼される組織となるために～ 

 非営利組織では、よく耳にする「コンプライアンス」と「ガバナンス」。分か

ったような気がしても、実際に尋ねられると答えに窮することがあります。非

営利組織や社会企業ならば、それぞれの意味を正しく把握しておくべきです。 

本セミナーでは、コンプライアンスとガバナンスの意味や違い、それぞれの

背景や注意点を紹介しました。 

 

日時：1回目 2021 年 5月 19日（水）13時～15時 

2回目 2021 年 5月 25日（火）18時～20時 

※1回目と 2回目の内容は同じです。 

内容：ガバナンスとは何か 
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なぜガバナンス体制が重要なのか 

コンプライアンスとは何か

なぜコンプライアンスが必要か 

講師：

 

参加者：12 名 

４）講師派遣事業

日本工学院専門学校のほか、サードセクター組織、ソーシャルビジネスなどの

セミナーの講師を務めました。

５）コンサルティングの実施

理事、正会員、及び JACEVO認定コンサルタントによる、フロントラインのサー

ドセクター組織の経営者対し、成果を生み出す組織としての経営コンサルティ

ングを実施しました。今期はコロナ禍において、新しい活動様式をうみだそう

とするサードセクター組織を重点的にサポートしました。東京都、愛知県、三

重県、香川県、熊本県において実施いたしました。 

コンサルティング実績：２５団体

新しい活動様式を生み出す団体：12団体 
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6）コンサルタント養成講座 

今年度は実施しませんでした。 

 

３． サードセクターの在り方に関する調査研究と提言事業 

１）サードセクター形成状況調査 

ロジックモデルの作成、活用についての事例の収集を行いました。 

２）政府などへの提言活動 

サードセクター組織におけるソーシャルインパクト評価について実態を調査し

ました。今後、評価の在り方についての提言の準備をしました。 

 

 

※サードセクターとは 

企業・行政と並ぶ三番目のセクターとして存在感を示す必要があることを意図

した表現です。具体的には、社団法人・財団法人（一般、公益）、社会福祉法人、

学校法人、医療法人、宗教法人、厚生保護法人、協同組合、社会的企業、特定

非営利活動法人、市民活動団体、地縁組織等を含めた、社会的課題を解決する

広範な組織群を示しています。 

 

Ⅲ 組織の運営に係る事項 

１． 社員総会の開催 

日 時：2020年 11 月 20日（木）18:00～19:00 

場 所： パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15 号) 

出席者：会員 6名 

定足数２４名（正会員４７名）に対し、出席者６名、議決権行使書１０名、委

任状２４名、合計４０名であるため、総会の成立を確認しました。 

第１号議案 第１１期事業報告の承認に関する件 

議長は法人１１期（自２０１９年９月１日～至２０２０年８月３１日）におけ

る事業状況を法人１１期事業報告（案）により、詳細に説明報告し、その承認

を求めたところ、原案通り満場一致にて承認可決しました。 
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第２号議案 第１１期決算報告の承認に関する件 

議長は法人１１期（自２０１９年９月１日～至２０２０年８月３１日）におけ

る決算状況を法人１１期決算報告書案において説明報告し、下記の書類を提出

し、監査委員は監査証明を提出し、その承認を求めたところ、原案通り、満場

一致で承認可決しました。 

第３号議案 役員の選任について 

議長は理事については、理事辞任に伴い、選任の必要があることを述べました。 

被選任者としては、理事として、新に就任するものは です。新任

の理事については、氏名、略歴、当協会との関係等について説明がなされまし

た。なお、 の任期は 2020 年 11 月 20 日から 2021 年度定時社員総

会終結の時までであることが説明されました。下記のとおり満場一致で可決し

ました。 

 

２．理事会の開催 

（１）第 1回理事会 

日時：2020年 10 月 19日（月）18:00～20:00 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数５名、出席６名、欠席 2名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

氏理事辞任について承認されました。 

氏理事就任について承認されました。 

協議事項：理事によるリレー講演について協議され実施することになりました。 

（２）第 2回理事会 

日時：2010年 11 月 6日（金）18:00～20:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 5名、出席６名、欠席 2名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：法人 12 期社員総会議案について承認されました。 

協議事項：理事によるリレー講演のテーマや講師について協議しました。 

 

（３）第３回理事会 
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日時：2020年 12 月 18日（金）18:00～19:00 

場所：パシオン TOKYO (東京都大田区大森北二丁目 3番 15号) 

出席：決議に必要な出席理事の数 4名、出席 7名、欠席 1名、監事 1名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

     休眠預金の申請については継続審議としました。 

 

（４）第４回理事会 

日時：2021年 1月 15日（金）18:00～19:30 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数 5名、出席７名、欠席 1名、監事 1名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

     休眠預金（通常助成）の申請については承認されました。 

協議事項：コンプライアンス委員会設置について協議され、継続的に協議する

こととしました。 

 

（５）第 5回理事会 

日時：2021年 3月 19日（金）18:00～19:30 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数 5名、出席６名、欠席 2名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

     佐賀県 CSO誘致について協議され、継続審議となりました。 

 

（６）第 6回理事会 

日時：2021年 4月 23日（金）18:00～19:30 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数５名、出席理事 7名、欠席 1 名、監事 1名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 
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「ギフテッド」も生きやすい社会にする部会活動について承認されました。 

協議事業：ブレインナビ配信について協議され、配信をすることとしました。 

 

（７）第７回理事会 

日時：2021年 7月 18日（金）17:00～18:00 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数５名、出席理事 7名、欠席 1 名、監事 1名 

報告事業：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：会員入会について承認されました。 

 

（８）第８回理事会 

日時：2021年 8月 20日（金）10:00～11:30 

場所：東海支部事務所（名古屋市北区平安１－９－２２） 

出席：決議に必要な出席理事の数５名、出席理事 7名、欠席 1 名、監事 1名 

報告事項：代表理事、執行理事より活動報告がなされました。 

決議事項：法人 13期事業計画について、原案通り承認されました。年次大会の

テーマ、提言活動について意見交換がなされました。 

法人 13期予算書について、原案通り承認されました。 

     資金調達・設備投資の見込みについて承認されました。 

下記規定について、それぞれ原案通り承認されました。 

     倫理規定（改定）、コンプライアンス規定（改定） 

理事の職務権限に関する規定 

     監事より休眠預金助成金事業の進捗について、質問がなされ、適正

に事業が推進なされていることが確認されました。 

 

 

第１２期事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第 34 条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事

項」が存在しないので作成しない。 

 

令和３年１１月 

公益社団法人日本サードセクター経営者協会 














































